
青森県田子町

石亀遺跡第2.3次発掘調査概報
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調査の目的 I¥森県三戸郡剛子町大字石岻宇石勉に存在する本遺跡は，繩文時代晩期前半大洞BC式

期を主体とする遺跡であり，その発掘洲査は，平安博物館考古学第2研究案が実施してい

るところの， 『日本文化の源流の研究』に基づくものである。

本研究の主旨は，繩文時代に農耕が存在したのではないかという仮説の亜要性を， 日本

文化の源流を繩文時代に遡り柵る可能性を明確に脂摘した点に認め，かつ|川題を深化をは

かるために，単にその仮説の可否を論じるにとどめず，多IIIi的かつ総合的な視野からの検

討に寄与し符る資料を盤備することにある。

このためにまず繩文晩期の東日本を代表する他ガ岡文化の解明を行なうべく計画された

のが，本遺跡の発掘洲査である。昭和46年4月にまず第1次発掘を実施し，同年8～9月

に第2次発伽， ｜侶和49年10月に第3次発掘を実施した。なお, 1IWH本の肌色膳研土器文化

については, IIH和48年3～4ﾉ-lに大分りi↓大野郡大野町宮地前遺跡の第1次発掘を実施した。

調査の経過 第1次発伽については省I略．第2 ． 3次発掘は四地区にのみ限定した。第1次発掘区の

1～10区を'i'心に，第2次調査は11～251xを発ﾙIIした。 1区2m四方であるが, 11～151X

は隣接畑地との関係で2×10mとなった。

第3次発伽は，第1 ．2次洲査の南側の水IH全域に26～54〆を設定し，全獺する予定で

あった。しかし481又の発掘の結果，すでに主要部分を大きくはずれ，ほとんど遺物の出土

をみなかったことから，第2次洲査に隣接する地区を集III的に発ﾙ{|することとし， さらに

55～65区を設定し発＃IIした．この56．581xにおいて大きな土曠の束半分が検I11されたため，

田の畔ぎりぎりに66．67区を設定し発ﾙliした。

今後の課題 出土した辿物は実に多量であり，かつ'ﾉ1容が暇寓である、今後に課せられた課題は－．に

本報告の刊行である。特に土器器形のセットについては， ‐|･分統訓処理にI耐え得る韮礎資
料を呈示しなければならない。

なお花粉分析の結果ソバの花粉が検出されている。これも近縁極との比較検討を進め，

さらに問題の深化をはかる必要がある。 （渡辺）

なお，第2 ． 3次の発掘調査の経費については，佐伯記念財IJ1, i荊梨学術奨励韮金

を初め諸法人の厚意に浴することが多大であった。ここにこれらの御芳情に対して篤
く感謝の意を表する。
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西地区における鯛査年次別グリット分布図
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層序と遺構

胸序は鋪l層，第Ⅱ屑が水川の耕作上，床|上で，第Ⅲ

j卿の有機質の蝋色土臆が繩文時代晩期の包含ifiである。

第IVj関も第Ⅲ燗によく似た無色土刷であるが, ,lif千茶色

味を稀びて締っており，パミスの小塊を含んでいる。雌

かに土器の小片を出土するのみである。第Ⅲ脚の下liliで

遺物が一つのI(1Iを成して出土して両阿を明確に分けてい

る。第3次洲査では第2次調査区の南側を発仙llしたが，

そこでは両胴のIX別はやや不明|隙となった。第V胸はロ

ーム質の黄褐色土層でパミス小塊を含み，第Ⅵ咽の黄色

パミス胴とともに全く遺物を含んでいない。第Ⅲ層出土

の土器は大洞BC式土器を主体とする。東寄りの区でB

式が，西及び南寄りの区ではC』式もIII土したが，いず

れも量的には少ない。

遺構は土城と柱穴状のピットが検出された。土城は

56．58．66．67の4区にまたがってほぼ円形を成してお

り，径約2m,深さ1mほどのものである。土城内から

は土器片のほかに石器時代勾玉が1点出土し，また小ハー

ではあるが'月'片と木炭片も認められた。その性格は不明

である。一方，柱穴状のピットは，発掘区のほぼ全域に

わたって数多く検lIIされた。いずれも第V胴上llliで初め

て検||･Iできるもので，竪穴住居牡の形跡などは認められ

なかった。

第2次謝森の際に採取した花粉分析の試料には，出土

した土器の巾につまっていた土壌と各脳から採取した土

峻とがある。 I:|-1の士壊を試料とした土器は，いずれも完

形で，倒立またはそれに近い出土状態のものを進んだ。

その器形には壷形土器，小形深鉢形土器，鉢形土器，注

口土器などがある。また，各胸の試料は第2次洲査区の

南側の壁Iniから暦ごとに立方体状に採取した土竣で，第

3次調査の|X名で表わすと, 26･27･28･30の各区にあ

たる， （片|淵）

鍵鍵鱗鱗辮蝿騨雛鰯謬鍵譲騨
っ 一 口一 ｡ 一｡ ｡ ■P 乞 凸 -P■－－，■－ 口 一

一一 ‐‘ ． ‐ 、で.'亨淀玉一戸← 量やU 診 今垂 ｡完酷ｬ -- P今 一宇函 ? .－

蟻蕊鱸識

へ
田

第1I1層下部における土器の出土状態(17区）

55．58区における大土壊と南北の断面

発掘終了後の全景写真（西側より）
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土 器

出土した上器は全て繩文晩期の土器で，主体を占める

のは大洞BC式土器であった。他にB式とC!式が若干

出土している。BC式については2次調査の際に第Ⅲ胴

下面で一つの面を成して出土した。完形土器やそれに近

い土器も多い。B式は戯的に少ないが， 1次洲査と同様

に2次調査においても東寄りのiXではBC式よりも下胸

から出土した。C!式土器も量的には多くないが, 2次

調査では閥寄りの区から， 3次洲弥ではほぼ全ての区か

ら出土した。

3次に亘る洲査で得られた土器の星は紙めて多く，器

形の繩撤も鋤;Wである。統計的処11I!による各器形の戯的

構成の把握が可能である lil時に粘製土器とXIl製土器の

比率， ノ､j漆り_上器やいわゆるミニチュア土器のあり方な

どについても検討することができよう。 （Ⅱ1刑）

左上・壷（17区）

左下・注ロ土器

（57区）

右上・鉢（23区）

右中・台付鉢

（18区）

これらのような

倒立したほぼ完

形土器内の土壌

が，花粉分析の

対象となった。

右下・広口壷

(17区）
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石 器

石器224点の内訳は下表に掲げたように，各睡のもの

があるが，石錐，円樅状石器，敲石などが主体となる。

この内円盤状石器については，従来あまりその重要性が

職みられることがなかっただけに，注l-1すべき資料であ

ると考えられる。

こうした石器群の性格は一言で表わせば，狩猟ならび

に植物質食料の採築活動に関わるものであると言うこと

ができる。

このほかには，アスファルトを嫉着剤として使川した

石繊，丹の付着した勝石の存在が泓意される。 （鈴木）

］ 次 @次3次 計 ｜ 影
石 雛

ポイﾝ 卜

石 匙

スクレイパー

液 箆

磨製イi斧

打製禰斧

礫 器

磨 石

敲 石

槌 お

所 Ⅲ

雨だれ石

石 錐

円盤状禰器

異形Xf器

不明イi器

２
２
３
０
０
２
０
０
２
５
１
１
０
２
６
１
０

２
１
１
１

１
２
６
１
０
８
１
２
６
７
０
４
１
７
５
０
４

４
１
１
１

１
２
４
８
ワ
】
１
０
０
６
８
０
４
０
８
８
０
２

４

１

１

４
６
３
９
２
６
１
２
４
０
１
９
１
７
９
１
６

０
２
２
１
４
１
４

１ 33.5

19

7．4

9．4

06

19

03

0.6

4．5

129

0．3

2．9

0．3

5.5

15.8

0.3

1．9

7‘ Ⅲ20 ］'‘ ヨ'] ’ '00，§’

石器数量表

q

§蕊蕊醗b

&

■

上・円盤状石器（64区） 中・石錐（17区）

下・打製石斧（24区）
クリ（28区） 他にクルミ． トチも出土
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土・石器品

2．3次調査においても，土偶をはじめ岩偶．岩版．

耳楡・玉蚊など，旭ガ岡文化に特徴的な遺物が多数出土
した。

とりわけ注'三Iされるのは，岩版の未成,'iIIがかなり出土

したことである。また破壊されたことを思わせるキズの

多数みられた岩偶も州土した。土偶・土版では推定の域

を出ない製作・用途のi川題，原始宗教の研究に益すると

ころが大きい。発棚Iによって出土状態の写典が記録され

た塒偶も，本遺跡例が始めてであろう。

料偶・岩版の材質は従来凝灰岩質泥岩とよばれている

が， これは他に臼冒瞳や勾玉にも使われている

本遺跡の位置する馬淵川支流熊原川沿岸には，約4km

の間|鮒で下流に野IIli平遺跡,上流に蝋,洲遺跡という塔

仙・瑞版|｜}土遺跡がある。 （渡辺）
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蕊 §

左上・岩偶（17区） 右上・岩版(21区）
左下・岩偶左腕背面（60区） 右下・勾玉（大土轆内）
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角田館長を囲み記念撮影（3次）
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青森県石亀遺跡（繩文晩期）の花粉分析

那須孝悌（大阪'liMI,l然史博物館）

飯田祥子（京祁大‘γ:蝿’,)4部地価学鉱物､ :教室）

1 ．試料 この研究で取り扱った試料は，青森県三戸郡lll

子町石岻において，平安博物館が行なった繩文時代晩期遺跡の

発掘に際して得られたものである。試料は21mにわたって採取

されたが，筆者らは発伽IIおよび現地での試料採取には直接参加

することができなかった。

第1回目(1971ili411)に得られた試料は合計10(|州であった

(表1）。そのうち來地IXの蛍褐色粘土質火山灰1閏にはほとんど

花粉が含まれておらず，第2無色上腿および土器（繩文晩期）

中の試料には花粉が非粥に少なかった（表2）． そのため西地

区で行なわれた第21nlllの試料採取のときには(1971年9月),

軽石や火lll砂などのll粒砕屑物や火lll灰の少ない胸準を選んで，

35cm×18cm×10(Pmの試料約7k属をブロック状に採取した

(表3）．

((m) 地牌IWr面
0

篝 〆
母

〆
●

50ー

O G

ざ

リ

鰯職舳}’100-

,〃、グ、〃、

、/、〃、"､ '

〈××><>""|:ii'kil'IW
〈××><〉 （辿物燃し）
"、〃、グ、夕、

150-×××><
、" 、" 、〃 ､〃

0 0 0

。 。 礫 岬

0 0 ◎

I
'－7

l-10

l-8
l-9

2．処理方法 上器'l1に允填された試料は， ビニールをか

ぶせて土器ごと持ちA1}られたものを，口部付近の土を除去した

のち, contamin21tionをおこさないように取りIIIした。また，

ブロック状のまま持ちﾙI}られた試料は, coIltamination防止の

ため表IIli付近を除去したのち，試料約2kgを2jポリビーカ

ーにとり，分析に供した，処BI!は10%KOH(室温; 48時間）

→水洗101111 (同時にWII粒物除去）→混酸処理(HCl :HNO3:

H20等域泥液；湯Ⅲ”分）→水洗→10%KOH処理（湯煮5

分）→水洗→蒸発Ⅲl処III!→重液分離(ZnCl2;800～1000rpm;

90分）→水洗→HF処1111 (篭舳,{; 48時|&l)→水洗→アセトリシ

ス処理（湯煎1分）→水洗の順に行なった。分離された花粉は

グリセリンゼリーで封入したのち， カパーグラスの周Ⅲ1をネイ

ルエナメルでシールして，各試料10枚lii後のブレパラートを作

成した。

なお，第1回'三Iに採取された試料では況酸処理を行なわなか

ったが， フミン酸含有戯が多く， また，正体不明の褐色柱状物

質（この物質は混酸処肌によってわずかに少なくなる）が多か

ったため，第211il l=Iに採取された試料については上記のように

混酸処理を行なった．

検鏡は400催および1000倍で， また，粒従等の計測は測微接

眼レンズを川いて1000倍で行なった。

表1 束地|>〈の地ll･'ill｝illliと‘式料採取|「ﾀi準

表2 "11ill採取試料の花粉椛成ト
タ
ー
山
”
好
字
●
■
■
０
０
．
Ｏ
Ｇ

IIV地lえ
試料

、
ｊ
一

ｍ
〈
Ｕ

ｆＩ 地岬断I＃i

第1肘(&I:)
輔2脚（水川床l:) 11-1
－1■■■一一一一－一一－ーー一

11-2
第3M

'繩文'"!''i""' ,|噸，
"4M

Ⅱ－3
（無遺物牌）

第5肘

（火111"〈牌）

50-3．結果 花粉柵成はｲ粉総数にもとずく各タクサの両分率によっ

て表わし, l"lに示した』また，産lllのまれなタクサについては別に表

示した（表4），

第Ⅱ層P加郷およびGr&'mineaeが優,liし,C'y〆o"""aとLepido･

伽jα"“を｛､'4う,Pi""s IttHtI〃｡.ryjo〃も含まれているが， ほとんどは

D妙jozylo〃である。

第Ⅲ層上位の第Ⅱ肘と同様にDWoﾕｯZo〃とGramineaeが優占する

〃、〃､ ク、〃、

××××第5肘

100-×××× （火1l1"〈牌）
、〃 ､〃 、夕 、グ

ゲ ､〃 ､〃 ､〃、

、〃 ､'、ダ､〃

表3 1ﾉq地|><の地MIWimと試料採取"i準
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が， この胴においては，木本猟ではC"'/)ZO"r"･/αとU〃"財s.ZF/AoT"を，また，草本類ではA7･f""isiαを含むCarduo-

ideaeおよびCichorioideaeを多く伴う。

この岡に包含される土器'l'に充填された試料では胞子がとりわけ多い。上述した地胴中の花粉構成にくらべてGrami-

n“eとCichorioideaeが少なく， また,Cﾉ:y〆･加"･/αとAｿ･花""W以外のCarduoideaeもやや少ない。それに対して

UZ"""･Zf'JAotw,C"/α"",A"""is/αは多い煽

第Ⅳ届DWodrJ･ん〃およびGramineaeが優,liするが, Gramineaeは上位の屑準にくらべて低率になっている。

AJ=“""""などのComl)ositae ･f>Cry'""r"･i(J,L(WdoZ)("α""＄も同様に低率になる。

なお, iliK石などの火lll砕屑物を多亜に含む第MIP1および第Ⅳ屑の花粉含有量は，第Ⅱ層にくらべて非常に少ない。

西地|Xの第Ⅲ咽から出土した小形深鉢形土器（花粉分析資料No.ⅡP-7)からはA"f･"Z"s""""""BLuME(トチノ

キ）の繩皮片を庵出したが,A"(､""sの花粉は試料No． Ⅱ-2およびⅡ－3に1粒ずつ確認されたのみであった。

4．古植生について 今Iml扱った試料のうち， 繩文晩期初頭の遺物包含屑（第Ⅲ層）およびその直下の地層（第Ⅳ

胴）の花粉構成から当時の古杣ﾉI逵碓定する(‐

木本頬の花粉がいずれの試料においてもきわめて低率であることから， 当時の植生は森林密度の低いものであったと

考えられる。まばらに存在する林はD妙/ojrylo"(たとえばアカマツ) ｣PC'ｼ〆o"蛇γ", UZm脚s.Zを殿ozI",C"""eαなど

によって柵成され，林の|側に統く草地にはGramineae｣PCompositae,Caryophyllaceaeなどが41=詩していた。 これら

の植物が生育していた土地は，土竣が乾燥しているやせ地であったようである。

現在の遺跡周辺のlll地はミズナラ林およびコナラークリ林によっておおわれ， ミズナラ， コナラ， クリ，ケヤキ， ク

マシデ， イクヤカエデ， シナノキ，ハリギリ， アカマツなどが/|青しているまた，スギなどの植林もみられる。
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図1 花粉ダイアグラム（黒ヌリは木本および草木花粉総数にもとづく百分率， F1ヌキは水木花粉総数にもとづく百分率）
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岩手県北部および青森県の低地湿原の堆積物を扱ったill中三

男氏の報告によると,P"2"s,Gramineae,HM"/･(Ig/sなどによ

って特徴づけられるP/""sstage(現在を含む時代）の直前は，

H"“の少ない及『g"s-Q"e'-c"s-c7:y/'"ﾉ"e/-/(Istageであった

との事である(YAMANAKA,1971-ai-b).

いつぽう，今|劇扱った繩文時代|晩期初顔の地lifI (第Ⅲ脚およ

び第Ⅳ層）にみられる花粉椛成はこれらいずれの柚ﾉkまたは花

粉構成とも一致しない。これらの地肘に含まれる花粉のうち，

DWo"･Zo",ルビ""S/αおよびGramineaeの花粉の総数が58か
ら81％にも達することから考えると，節ⅢI卿および第Ⅳ胸の堆

積直前に本来の植生が破壊されたため，その後催入した先卿i1'i

駕鴛畠‘-' ‘－， ‘-‘ ’'-, ‘'－， ．，言‘ ’'一“
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表4産出のまれな花粉
物による植生をあらわしているものと思われる。しかし，遺跡

所在地のすぐ西側には1000mにおよぶlll々があるにもかかわらず恥g"3やLe/'/do6α〃"小の花粉がきわめて低率であ

るため， この械生破壊が人為的にひきおこされたものとは思えない．鋪ⅢI剛および第Ⅳ胸の試料には多難の火山砕屑物

が含まれるため， この破壊の原囚として火11 1涌動が想起されるが，当地域における既知の火1I1灰j岡序(大池ほか, 1966:

東北地方第四紀研究グループ， 1969）とのill職的な関係はわからない！ いずれにせよ，上述の先駆'|悩物によるﾎIM｛はそ

の後，第Ⅱ1画（現在の水,,:'床･t)の化粉柵成にみられるように〃'掘り“〃""‘が増加する方向へと進んだものと思われ

る。ただし，第Ⅱ肘に示される〃""s-Grami,leae-Cﾉﾂ〃｡ﾉ"《,ﾉ･/a－LFj>/""α〃""s '|11'iﾉliは，前述したlil然桝力による植

生破壊とは異なった人為的|:''11ﾉ|破壊の影郷ドで成W:したものであろう

5．及zgO""""犯（ソバ属）の花粉について 今IL!|扱った試料のうち,W地区の第Ⅱ〃;iから第Ⅳ胴までのほとんど

の試料および東地区の繩文晩期の土器I I 【より採取した試料から,"gollyﾉw"】の花粉を検lllした。

第Ⅲ層およびその直ドの第Ⅳ＃‘'|では，名試料に18%から7. 1%の荊介で含まれている。第Ⅲ〃iではむしろ少なく，

0.2％にすぎない。

及zgoAyﾉｰ""zと同定した花粉は，災球状の3淋孔粒で, IMIIilll腿は:115/2から71.5/fである。 ，花粉膜外脚はL4く，

intrabaculaの発達がいちじるしい。膜表llliのbaculaは3ないし4個くらいずつかたまっているため，少しピントをず

らせて観察すると網目状に見える。また，場合によってはl)aculaの錐合状態が不明瞭なものや, baculateというより

はむしろverrucate状に見えるものもある
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図版I :木

5

本花粉の顕微鏡写真（1および2は上段のスケール，他は/I畠下のスケール）

1PIc"(SampleNo. 1IP-7) 2．A6"s(11-6)3""Iox)'jo"(Ⅱ－3) 4Dゆめ”I0〃（Ⅱ－4)

5.HtJpjoxy〃〃（ⅡP-2) 6. C"J'"""""(II－2) 7. C'"jom〃j〃（ⅡP-8)

8. I,""obq/α"11s(Ⅱ－4) 9．〃911S(1[P-8) 10. C"sI"""(1[p-11) 11.pI"0"》,'"(IP-10)
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これらの特徴は比'絞のためにﾊ1いた長野県上水内郡信漉lill.,大阪市，および鹿児烏県薩摩郡田平で栽培されていたソ

バ(F.""Ze"""〃MoENcH)の現Il(花粉標本のそれと一致する。現生花粉標本では，溝の｢1･'の膜面上には極軸方向に

やや{II1良したverrucaが散在し，洲内の赤道部に瀞の'脈と等しい直係の発芽孔が存在するのが観察できるが,地層中か

ら得た花粉粒は瀧の部分で|ﾉj側に陥入しているため観壊しにくかったc

価“畑,′,,"〃の花粉は湿原や湖W{, 水旧の耶祇物からの検州例がNAKAMuRA

(1970, 1971), 111村(1972), YAMANAKA(1971-a,-b)およびTsuKADA(19

72）に記されており，それらの年代は'4C年代を手がかりとした堆祇速度から求

められている。また，古噛時代以後の遺跡から検1I1されたことが烏倉(1974)に

記されている。この論文には「濟手県ｲ泉llll. (花弥と胴＝洪砿III:末期）？」からも

jfll.1したという記戦もある。

今、筆者らが検H1した”gO/ly/･""lの花粉は発捌によって咽位の確認された稽

古学的遺物包含府から検出されたものとして般古のものとなる。この花粉を検出

した試料は「1．試料」および「2．処理方法」の項で述べたような方法で扱っ

ており， しかも多数の試料から高率に検州されているため, contaminationによ

るものではない。

"gOilyﾉ･""'花粉の検出された股下位の第Ⅳ屑は無遺物胸とされているが，発

掘者によると繩文|晩期初頭の土器片を含み，第111脚とは時代的にあまり差異の無

いものと思われるとのことである。このことは第Ⅲ燗と第Ⅳl闇との花粉樅成や

及rg"Ayﾉ･"”花粉の検III率があまりちがわないことと矛盾しない。従って，石亀

遺跡における応go/jjW.""rの栽略は，繩文時代|恥期初頭にすでに始まっていたと

言えよう。

Ⅱ－ 1

"

11 － ２
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イネ科花粉の粒径分布（斜線

部は完形の花粉粒，白ヌキ部

分は変形した花粉粒）Gramineae(イネ科）の花粉について 当遺跡の土竣試料ではGrami-

花粉の含有率が一般的に高く，木本および草本花粉全体のなかで占める剖
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草木花粉の顕微鏡写真（12から17は右上のスケール，他は/，

12. Cicho1･ioideae(11-2) 13Cal･duoideae(11-5)

15． ノIγ"加鰄α( 11-2) 16. C/!""""""(11-3) 17.

18. Graminefle(11 2) 19G1･amineae(11-3) 20

21. GramineaG(Ⅱ－2) 22. G1･amineae(Ⅱ－3) 23

図版11 下のスケール）

14. Carduoideae(Ⅱ－2)

Cal･yoPhyllaceae(Ⅱ－2)

G1･amineae(Ⅱ－3)

0"'z""""LINN. (呪ﾉk;長野腺北安塁郡池111町）
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図版Ⅲ ソバ属花粉の顕微鏡写真

24RzgOpj･7･2"〃(II-3)

27. RzgOpyr""2(11-3)

29．八““ﾉ""7z ("/I ;

25Rzgopy"""(11－3) 26."gQpy”"〃(11 2)

28． ノ･1cs"""j剛加（現ﾉI: :鹿児島県薩際郡l11 ,1勺

大阪' li',附域l l l) 30. F.@sc""”ｨ机（呪ﾉli :腿野ﾘ,L上水|ﾉ州順淡lll].)

合は，第Ⅱ胴では39.5％，第Ⅲ燗では32.1％から355％（平均322％)，第Ⅳ1脚では22.9％である。ただし節Ⅲjx'iに包

含されていた土器||･1の試料ではあまり多くない。しかもそれらのなかには粒径が45浬を越えるものも多い（|叉'2)。

第Ⅲ層および第Ⅳj脚では粒從30/！前後のグループと45/《前後のグループとにわかれるが， 45/4前後のものは一般的

に花粉膜が薄く， シワクチャになってつぶれている例が多い花粉膜の際さや表I{ii模様，光学断miで兄たmargoの椛
造・形態などからすると， イネ(Oﾉｯz"""zj@!LINN.)の花粉と思われるものは存在しないようであるが，他の栽培イ
ネ科植物のそれについてはよくわからない。ただし, "IIj閏のイネ科花粉の多くはoxyz:αの花粉ではないかと思われ
る。
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